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図書館からのお知らせ

　東秩父村和紙の里では万

が一の事態に備えて、「消

火訓練」を実施します。周

辺住民の皆さんや、その他、

訓練にご興味のある皆さんの参加をお待ちしてお

ります。ぜひ、お越しください！

日　時　７月１日（日）午前９時～

場　所　東秩父村和紙の里全体

内　容　・通報訓練

　　　　・避難誘導訓練

　　　　・火災想定点火訓練（もしも紙すき家屋

　　　　　が火事になったら・・・）

問合せ　　東秩父村和紙の里　 

　　　　　　 ８２－１４６８

～今月のおすすめ本～
　

「かがみの孤城」
　　　　　　村　深月・作

　

【内容紹介】　

　あなたを助けたい。

　学校での居場所をなくし、閉じ

こもっていたこころの目の前で、

ある日突然部屋の鏡が光り始めた。輝く鏡をくぐり

抜けた先にあったのは、城のような不思議な建物。

そこには似た境遇の７人が集められていた…なぜこ

の７人が、なぜこの場所に。すべてが明らかになる

とき、驚きとともに大きな感動に包まれる。

　生きづらさを感じているすべての人に贈る物語。
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